
 

 

 

 

 

令和６年 第１４回 蕨市教育委員会（定例会） 会議録 
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招 集 期 日 令和６年１２月２０日（金） 

場 所 蕨市役所 ５階 第１・第２委員会室 

開閉の時間 午後２時から午後２時４７分まで 

議 長 松 本 隆 男 教育長 

出 席 委 員 １番 萩 原 敏 行 委員 ２番 小 島 奈津子 委員 ３番 尾 方 香 里 委員 

 ４番 石 山 大 介 委員   

議事参与者 
教育部長 

        渡 部 幸 代 

教育部次長・学校教育課長 

        小 山 晃 弘 

教育部次長・生涯学習スポーツ課長 

加 納 克 彦 

 
教育部副参事・学校給食センター所長 

        石 丸 岳 広 

教育総務課長 

        白 鳥 幸 男 

中央公民館長 

鈴 木 啓 文 

 
図書館長 

佐 藤 昌 史 

歴史民俗資料館長 

        小 川 有紀子 

教育総務課長補佐 

庄 野 将 人 

 
生涯学習スポーツ課長補佐 

小 柴 晴 香 

東公民館長 

岡 本 啓太郎 

西公民館長 

荒 川 恵 子 

 
南公民館長 

萬 年 祐 次 

北町公民館長 

桑 島 勝 彦 

下蕨公民館長 

成 田 慎 治 

 
学校教育課指導係指導主事 

及 川 優 介 

旭町公民館長（指定管理者） 

黒 澤 美和子 
 

    

書  記 教育総務課庶務係長 瀬 口 正 浩 
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 会 議 事 件 名 議               事 

 

 

 開会宣言された後、前回の会議録の承認が行われ、直ちに報告に入る。 

 

議 

 

 

 

事 

 

 

 

進 

 

 

 

行 

 

 

 

状 

 

 

 

行 

 

 

 

 

報告１ 

令和６年第５回蕨市議会定例会教育

委員会関係一般質問について 

 

 令和 6年第 5 回蕨市議会定例会教育委員会関係一般質問については、教育総務課長、

学校教育課長、生涯学習スポーツ課長、中央公民館長及び図書館長から質問と答弁の概

要の報告がなされた。 

 

［質問］塚越ビジョンに関する質問で、割合に関する答弁がありましたが、もう一度内

容を教えてください。 

［回答］教育センターでの外国人児童・生徒日本語特別支援教室における塚越地区の利

用者割合についての答弁で、令和 5年度は 29％、6年度は 12月 4日時点で 35％

が塚越地区の割合です。また、日本語教育支援員が平日の午後に巡回指導を行

っており、週一回訪問しています。 

[質問] 色々な国籍の方がいて、言語も様々だと思いますが、割合がわかりましたら教

えてください。 

 [回答] 正確な数値は持ち合わせていませんが、中国籍のお子さんが最も多く、他には

英語圏のお子さんや、トルコ、フィリピンなど、様々な国籍のお子さんが利用

しています。 

[質問] 指導にあたっては、そのお子さんの母国語で行われるのでしょうか。 

[回答] 基本的には日本語で指導を行いますが、翻訳機を使うこともあります。平仮名、

片仮名や基礎的な言葉を学習して学校に戻るようになります。それだけでは不

足する部分もありますので、先ほどの日本語教育支援員の巡回指導の機会や、

日本語指導加配の教員が対応しています。 

 [質問] 授業についていける状況までの指導は難しい状況でしょうか。 

 [回答] お子さんごとに状況が異なり、難しい状況です。 

 [質問] 常に加配の方が授業にいるというわけにはいかないと思いますので、その場合

は担任の先生が対応しているのだと思いますが、そうした状況へ教育委員会か

らサポートはありますか。 

 [回答] 主な業務ではありませんが、スクール支援員の方に対応をお願いすることもあ

りますが、担任の対応が主になっている状況です。 
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  [質問] 翻訳機などの補助はないのでしょうか。 

 [回答] 要望はしていきたいと思います。 

 [質問] インフルエンザに関する質問がありましたが、現在の罹患状況がわかりました

ら教えてください。 

 [回答] 今わかっている状況は、小学校１校で学年閉鎖・学級閉鎖がおきていますが、

報告は閉鎖の都度ではなく、月に１回まとめてあがってきます。 

 [質問] 学年・学級閉鎖が頻発している訳ではないと考えてよいでしょうか。 

 [回答] 今のところ、閉鎖の報告があったのは１校のみです。 

 

報告２ 

蕨市校内教育支援センターの愛称に

ついて 

蕨ＣＯＣＯＬＯプランの一つである蕨市校内教育支援センターの愛称を「ｅ－ｓｔａ

ｔｉｏｎ」にしたいと考えており、「ｅ」には教育のＥｄｕｃａｔｉｏｎや、楽しむと

いう意味のＥｎｊｏｙなどが含まれている。また、「ｓｔａｔｉｏｎ」には利用する者

が目的地に向かって経由する拠点という意味があり、子どもたちには教育支援センター

を利活用して、自分の目的を見出しそれぞれのキャリアに向けて一歩踏み出してほしい

という願いや、子ども自身が一歩踏み出したいという思いを反映したネーミングになっ

ているという説明が学校教育課指導係指導主事からなされた。 

 

 [質問] こうした愛称には横文字のものが多いように思いますが、候補には日本語の愛

称もあったのでしょうか。 

 [回答] 議論の過程ではありましたが、まず目的があり、加えて他市の愛称の状況や、

キーワードを挙げていく中で様々な意味合いがある「ｅ」を中心に作成した状

況です。 

 

報告３ 

第１３回蕨市健やかメディア推進大

会実施報告について 

第 13 回蕨市健やかメディア推進大会については、11 月 23 日(土)に文化ホールくる

るで開催した。活動報告では東小学校の保健委員会児童が｢東小学校の健やかメディア

の取組｣について動画発表したほか、講演会では「デジタル世界で子どもの発達と健康

を守る～デジタル後進国の片隅で…～」と題し、NPO 法人子どもとメディア 常務理事

の古野陽一先生に講演をいただき、当日の会場には 56 名の参加があったほか、68 名の

録画配信視聴の希望があったとの報告が学校教育課長からなされた。 
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報告４ 

第５５回蕨市公募美術展覧会の結果

について 

第 55 回蕨市公募美術展覧会は、11 月 14 日(木)から 17 日(日)までの 4日間、文化ホ

ールくるる及び旭町公民館で開催し、約 930 人が来場した。応募作品は、絵画、彫刻、

工芸、写真及び書道の 5 部門に 100 点の出品があったほか、招待作品、片品村交流作品

及び市内中学校の生徒の作品など、総作品数は 177 点で、それぞれの部門ごとに受賞者

を決定した。また、直接の応募作品ではないが、これまで市内小学校を巡回して毎年１

校ずつ制作してきた巨大アートが一巡したため、二巡目のスタートとして西小学校の１

年生が作成した作品を展示したとの報告が、生涯学習スポーツ課長からなされた。 
 

報告５ 

令和６年度蕨市子ども会育成連合会 

第２３回ドッジボール大会 結果報

告について 

令和 6 年度蕨市子ども会育成連合会第 23 回ドッジボール大会は、11 月 24 日(日)に

市民体育館で実施し、高学年の部に９チーム、低学年の部に１２チームが参加した。な

お、高学年の部の優勝チームは、令和 6 年 12 月 14 日(土)に川越市で開催された｢川越

ドッジボールフェスティバル｣に蕨市代表として出場し、他市の状況を経験するよい機

会になったとの報告が、生涯学習スポーツ課長からなされた。 
 

報告６ 

第４３回蕨市民レクリエーション大

会について 

 第 43 回蕨市民レクリエーション大会は、蕨市レクリエーション協会の加盟団体が日

頃の活動成果を発表し、活動の普及と健康・体力づくりを促進することを目的に、11

月 23 日(土･祝)に市民体育館で開催された。「みんないっしょに！」のコーナー、デモ

ンストレーション、種目別大会が行われ、別日程で実施された種目別大会を含めて 700

人の参加があったとの報告が、生涯学習スポーツ課長からなされた。 
  

報告７ 

第６２回蕨市民ロードレース大会に

ついて 

 第 62回蕨市民ロードレース大会は、コロナ禍があけて２回目の開催で、12月 8日(日)

に第一中学校及び大荒田ランニングコース周辺を会場に実施をした。小学生から大人ま

で 14 の種目に合計で 377 人が参加し、2 つの大会新記録が誕生したとの報告が、生涯

学習スポーツ課長からなされた。 

 

報告８ 

令和６年度地区生涯学習フェスティ

バルについて 

 令和 6年度地区生涯学習フェスティバルは、生涯学習活動の実践の場を提供し、人々

の交流や、生涯学習への参加促進等を図ることに開催をしており、公民館利用団体の会

員や地域の方で組織する実行委員会で企画運営している。今年度は 9 月から 11 月にか

けて行い、音楽やダンス等の発表、絵画や書道等の作品展示、利用団体による公開講座、

子供を対象としたイベント、講演会や座談会など様々な特徴ある催しを開催し、7 地区

合計で延べ 12,861 人の方に参加いただいたとの報告が、中央公民館長からなされた。 
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 以上報告の後、直ちに議事に入る。 

 

協議第１２号 

第３期蕨市教育振興基本計画（案）

について 

 第 3 期蕨市教育振興基本計画（案）については、令和 7 年度から 11 年度までの 5 年

間を計画期間として策定を進めているもので、これまで、定例教育委員会において、4

月に計画策定のスケジュールについて、8月に骨子案及び施策の体系案について、適宜

報告してきたところである。その後、策定委員会で協議の上、計画の素案を作成し、教

育関係団体への意見聴取の実施などを経て、計画案をまとめた。内容としては、第 2

期計画の検証を踏まえ、国や県の教育振興基本計画を参酌しつつ、｢コンパクトシティ

蕨｣将来ビジョンⅡとの整合を図ったものである。計画の構成は、第 1 章では、総論と

して、計画の背景や趣旨、位置づけ、第 2期計画の検証のほか、蕨市や教育の現状、計

画の基本理念・方針・目標、第 2章では、各基本目標の下での施策の展開、第 3 章では、

計画の推進に向けての考え方などを掲載する。今後のスケジュールは、本日の協議後、

本計画案について、12 月 27 日からパブリック・コメントを実施する。その結果を反映

させたものを 2月の教育委員会定例会で議決いただき、その後、印刷・製本していく予

定である。なお、現在、巻末の資料編の内容を検討しているところであるとの説明が、

教育総務課長からなされ、質疑応答のあと原案どおり異議なく承認された。 

  

[質問] 2 月の教育委員会定例会で議決をするということですが、それ以前であれば内

容の修正は可能ということでしょうか。 

 [回答] その通りです。 

 [意見] 先ほどの報告案件にもありましたが、外国籍の子供たちが多くなっており、特

に塚越地区で増加傾向が見られるわけですが、こうした状況に対して、本計画

における対応が明確になっていたほうがよいという感想をもちました。 

[意見] 今の意見を踏まえて内容を検討してください。 

 

報告９  （非公開） 

 


